
平成２５年１０月１６日開催教育委員会会議記録 
 

１ 開会・閉会等について 
日  時 平成 25 年 10 月 16 日（水） 午後 4時 30 分 

場  所 教育委員会室 

開  会 午後 4時 30 分 

閉  会 午後 5時 13 分 

 
出席委員 
  委   員   長    横  井  利  男 
  委       員    雁  部  隆  治 
 委       員    阿  部  博  道 
 委       員    坂  根  慶  子 
 教   育   長    横  山  信  雄 

 
  
 説明のために出席した職員 
   教 育 委 員 会 事 務 局 次 長   小  暮  眞  人 
       
 
   庶 務 課 長      岩  佐  一  郎 
   学  務  課  長   齋  藤  好  正  

指  導  室  長   橋  爪  昭  男  
   生 涯 学 習 課 長   前  田  泰  伯 
   ス ポ ー ツ 振 興 課 長      中  山  賢  治 
   ひ き ふ ね 図 書 館 長      村  田  里  美 
 

 
 
２ 会議の概要 
○ 横井委員長 それでは教育委員会を始めたいと思います。本日の会議録署名人は坂根委員にお願い

いたします。 
（平成２５年６月５日、６月１９日、７月３日教育委員会会議録確認） 

 

報告事項第１ 

「重点課題の進捗状況について」、資料１のとおり庶務課長、学務課長、指導室長、すみだ教育研究

所長が説明する。 

佐 久 間    之 教育委員会事務局参事 
（すみ だ教育 研究所 長） 



○ 横井委員長 区立学校適正配置等実施計画の中間見直しについて、質問はございませんか。 
○ 阿部委員 標準服は制服という意味ですか。また、通学時に、この制服を着用しなければならない

のですか。 
○ 庶務課長 はい、制服のことを標準服という言い方をしております。 
○ 横井委員長 一般的にそういう言い方なのですか。 
○ 指導室長 「制服」という言い方から「標準服」という言い方に変えています。 
○ 横井委員長 例えば、標準服ということならば、他の洋服を着て通学することも可能かなどという、

要望はありませんか。 
○ 指導室長 女子生徒がスカートではなく、ズボンをはきたいという要望はあります。 
○ 横井委員長 それは、原則禁止ですか。 
○ 指導室長 認めています。 
○ 横井委員長 デザイン等が気に入らないからといって、着用しないのは原則としてありえないので

すね。 
○ 横井委員長 次に「学校選択制度についての検証について」質問等はございませんか。 
○ 坂根委員 前回のアンケートも同じくらいの配布ですか。 
○ 学務課長 ほぼ同じです。 
○ 坂根委員 回収率も同じくらいですか。 
○ 学務課長 今年のほうが、少し多いです。 
○ 横井委員長 この報告に基づいて、議論をするということはあるのですか。 
○ 学務課長 ご意見をいただいて、来年度に向けての枠組みを決めさせていただきたいと考えており

ます。 
○ 横井委員長 それは、いつ頃ですか。 
○ 学務課長 平成２７年度の募集の案内が、来年９月に保護者の手元に渡るようにと考えております

ので、その前にはある程度の方向性を出す必要があると考えております。 
○ 横井委員長 議会への報告というのは、アンケートの結果についての実態について報告するという

ことですね。では、次に「いじめ・不登校・体罰にかかる問題への対応について」です。不登校の

お子さんについてですが、小中学校合わせて１６２人ということですが、その子たちは学校に行っ

ていないのですか。ステップ学級や教育相談にかかっているという子もこの中に入っているのです

か。 
○ 指導室長 はい。 
○ 横井委員長 まったく引きこもっている子も入っているのですね。 
○ 指導室長 はい、その子達をどうするのかというのが、一番の課題です。 
○ 横井委員長 そういった子たちの人数も後で教えてください。 
○ 阿部委員 いじめ防止対策推進法が公布されて３箇月たっています。条文を一読してみて、使い方

によってはかなり強い権限があり、今まで、一般的に定めていた出席停止などの措置が具体性を帯

びてきました。特に、第４条に子ども達に対して、いじめはしてはいけないと法律上謳ってありま

す。今までは、道徳的にいじめは悪いことだという教え方が、今度は具体的に子どもをいじめては

いけないという義務が課せられています。それに従って、いろいろな強いことを行政も学校もでき

るようになり、乱用されると危険な状態にもなりうる法律だと思います。ですから、新たに設置さ



れる機関についても、教育委員会も行政も注意して実効性の上がるような組織を作っていただきた

いと思います。できたら、構想を練ったり、組織を作るときに教育委員会で審議させていただきた

い。具体的ないじめがあった時に、どんな行動がとれるのか法律上明記されたので、他の区の情報

を収集し、公平な判断ができる、他の区に優るような良い組織を作ってほしいと思います。そして、

教育委員会で十分に協議しながら良いものを作るチャンスをいただきたいと考えております。 
○ 横井委員長 次に、「墨田区学力向上３か年計画」について、何か質問はございませんか。 
○ 雁部委員 学力の二極化の傾向が謙虚になってきているということですが、小学校の算数などは少

人数学級能力別で分からない子には分かるように教えていると思います。他の学科にもそういう少

人数学級を用いた方が良いと思います。ただ、先生の人数も必要になり予算の関係もありますが、

そうことにお金を掛けた方がいいと思います。先日、安倍総理大臣が「実行なくして成長なし」と

言っていましたが、まさにそのとおりで、いいことは、どんどんやってみて、効果がなければ変え

ていくという柔軟な姿勢が必要だと思います。ある程度継続しなければ成果は見えないとは思いま

すが、効果が無いことをずっとやっても意味がありません。もっと柔軟に対応した方がいいと思い

ます。そうでないと、二極化でどんどん差がつき、できる子はできる、できない子はできないとい

うように、墨田区の平均はいつまでたっても変わりません。その辺の具体策をどんどん考えて実行

した方がいいと思います。 
○ 指導室長 少人数とティームティーチングの授業の改善については、各校１名程度、都から配置さ

れています。それを増やすというのは、全都に及ぶので予算がつかないと思います。墨田区として

の教員を配置すると杉並区のように破綻することもありますので、難しいところです。支援員が教

えるということもできません。 
○ すみだ教育研究所長 チャレンジ教室についてお話します。学校の先生に要注意児童・生徒に声か

けをしてもらい放課後の学習と休業期間中（夏・冬・春休み）に集中的に学習するということを今

年度行ってきました。こうした子たちには、今後、そういった形での支援をしていくべきと考えて

おります。７、８月に行われたチャレンジ教室では、人数は３３名でしたが、前向きな姿勢と、得

点が実施前と実施後の検証でもいい結果がでていますので、継続して行って行きたいと考えており

ます。年内も残っている予算の範囲内で、１月毎週土曜に中学生について、春休みは小学校５年生

について３日間行う予定です。中学生については、数学と英語２教科になります。それから、先ほ

どの幼保小中の日程ですが、ご案内していたのが来年２月２７日でしたが、２月２５日に変更させ

ていただきたいと思います。会場は曳舟文化センターで、時間帯も同じです。 
○ 雁部委員 基本的に授業時間を増やすのはいいと思います。授業時間を墨田区独自に増やすという

ことは可能ですか。 
○ 教育長 土曜授業を今以上に増やすことは教員の勤務時間等考えると無理があると思います。 
○ 指導室長 月曜日から金曜日のコマ数が決まっていますので、それプラス土曜授業という形です。 
○ 教育長 全国的に土曜授業は本格的に行っておりません。 
○ 雁部委員 例えば、埼玉県では私立より公立の方が成績がいいという話です。どういうところに違

いがでてくるのか疑問に思いました。墨田区にも私立が何校かありますが、夏休みなどは、私立の

ほうが短いと思います。８月いっぱい休みの学校は少なくて、２５日くらいから授業が始まってい

る学校がほとんどだと思います。そういうやり方をすれば、授業日数も増やせると思いました。い

じめや不登校の問題と合せると、私個人の意見ですが、夏休みを短くすれば、そんなに酷くはなり



ません。データはありませんが、最後の１週間がない私立に通っている子は９月に入ってからそん

なに乱れるということはありません。そう考えると、夏休みを短くして授業時間を確保するなど、

そういう考えもあるのではと思います。 
○ 指導室長 夏休みには、教員の研修等もあり、また体も休めてほしいというのもありますので、今

は限界だと思います。授業ではありませんが、補習などを行っています。そういう形で前半と後半

を行なっている学校も多くありますので、そういうところで学力アップができるといいと思います。 
○ 坂根委員 家庭学習時間の全国平均値と比較して、墨田区は少ないということですが、全国平均は

どのくらいか、また墨田区の平均が分かりませんが、この平均というのは全部の時間の平均で個別

に学力の高い子と低い子のデータがあるわけではなく、全部まとめて平均ということですか。 
○ すみだ教育研究所長 中学３年生の段階で、意識調査を行ってます。墨田区の平均値と全国の平均

値を比較すると、家庭学習の時間は墨田区は半分程度と少なかったです。中学３年生になれば、受

験期を迎えているのでかなりの時間数をやってしかるべきところ、その学年で半分までではありま

せんが、墨田区と全国とでは、自宅での学習時間にかなりの開きがありました。 
○ 坂根委員 私の個人的な意見ですが、その平均というのは全部ひっくるめて平均だと４時間勉強す

る子と０時間の子と合せると平均が２時間になるということですね。そういう平均というのは、家

庭学習の時間と学力との関係に疑問を感じます。相関のような調査もあれば、もう少し詳しくいろ

いろ分かるのではないかと思います。 
○ すみだ教育研究所長 週の中で１日以上勉強しているという、時間だけではなく日数で比べてはい

ます。平均化することで抽象的な数字になってしまい、おっしゃるとおりだと思います。なかなか

うまい調査方法がありません。 
 

 

その他の報告事項１ 

「墨田区版 幼児・児童・生徒の安全確保及び学校の安全管理体制並びに安全指導に関する調査結果

報告」について、指導室長が報告する。 

 
その他の報告事項２ 

「第６８回国民体育大会 ハンドボール競技会 墨田区会場（成年男子）結果概要」について、スポ

ーツ振興課長が報告する。 

 
○ 横井委員長 以上で、教育委員会を終了いたします。 
 


